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（仮称）磐田市文化会館基本設計業務

設計与条件

★

１．　地域概要

風土 ・ 歴史

磐田市は静岡県西部の天竜川東岸に位置している。南に遠州灘、 北に北遠の山々が

広がり、市内には日本有数のトンボの生息地である桶ヶ谷沼がある。

また、大海原を見渡せる竜洋海洋公園や四季折々の自然が満喫できる獅子ヶ鼻公園

なども整備され、人と自然が共存するまちづくりが進められている。

磐田市は古くから中東遠地方における中核都市として繁栄し、 奈良時代には国府が置

かれ、 国分寺が建てられた。また、 東西交通路の要所に位置しているため、 東海道屈

指の規模をもつ宿場町「見附宿」としても栄えた。

産業

工業においては、ＪＲ東海道本線や東名 ・ 新東名高速道路などが通る恵まれた条件

を生かし、輸送機械や金属製品等の製造業が盛んである。

南北に長く、１年を通じて温暖な気候であるため、農 ・ 水産業にも恵まれ、米 ・ いも類 ・

野菜を中心に、 多様な食材が手に入る豊かな土地柄である。主な特産物として、 茶や

温室メロン、白ねぎ、海老芋、中国野菜、シラスなどが挙げられる。

地域交流 ・ 文化交流

市民による自主的 ・ 主体的なまちづくりを推進するため、 交流センターを中心とした地

域づくりが進められている。 市内に２３ある交流センターは地域活動や生涯学習のサ

ポートなど様々な取り組みを行っている。

また、 ダンスエボリューションや音楽フェスタなど、 若者が中心となって企画 ・ 参加し

ているイベントの開催が、 世代を超えた人の交流や地域の活性化につながっている。

敷地概要

４．　敷地概要

計画地 ： 静岡県磐田市上新屋、森岡地内

敷地面積 ： 19,838.35 ㎡    

区域区分 ： 都市計画区域／市街化調整区域

用途地域 ： なし

建蔽率の限度 ： 60％（角地 70％）

容積率の限度 ： 200％

防火地域 ： 指定なし（22 条指定区域）

高さの限度 ： なし

日影規制 ： 4ｈ／ 2.5ｈ／平均 GL＋4m

道路斜線制限 ： 20m ／勾配 1.5

隣地斜線制限 ： 31m ／勾配 2.5

北側斜線制限 ： なし

階数制限 ： なし

３．　交通機関

磐田市は、東海道の中間地点に位置し、交通の要所として発展してきたため、東西方向の交通体系に恵まれている。

鉄道は、東海道本線が市の中央部を横断し、住民の交通手段として日々利用されている。また道路は、東名高速道路、新東名

高速道路、国道 1 号などの主要道路が東西に横断している。

２．　気象条件

気温

年平均 16℃（東京 +0.6℃）。特に冬期の気温が高い傾向 （東京

+1.0℃）にある。昼夜の寒暖の差は、 夏期においては小さく 11 月、 12

月は大きい傾向である。

日照

日照時間は全国トップクラスであり、2197 時間 / 年（東京 +17%）となっ

ている。年間を通して日照時間が長く、特に 8 月に長い傾向にある。

降水量

東京 +13% であり、特に 6 月と 9 月に雨量が集中する傾向がある。

風向 ・ 風速

年平均風速は 2.3m/s。冬期は東京都同程度だが、 夏期は 1m/s 程

度風速が低い。

夏期の卓越風向は南東であるが、出現頻度は 11% 程度となっている。

冬期の卓越風向は、西北西及び西（この 2 風向で約 49% を占める）。

獅子ヶ鼻トレッキングコース

いわた茶

IWATA DANCE EVOLUTION 

新しい文化会館計画地周辺地図
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建築計画

（仮称）磐田市文化会館基本設計業務

計画概要・施設コンセプト

１．　計画の背景 ・ 新しい文化会館の位置付け

磐田市民文化会館（以下、現文化会館という。）は昭和 54 年に竣工し、様々な文化芸術を身近に鑑賞し体験する場とし

て、また講演会や式典など様々な市民活動の拠点としての役割を担ってきた。しかし、築後約 40 年が経過し、施設の

空調や給排水設備、舞台の音響や照明設備の老朽化が進み、各設備の部品の調達等も困難であることに加え、ホワイエ

や客席空間などの観客エリアのバリアフリー化への対応が十分ではなく、これらを改善するためには、大規模な修繕

に高額な費用が必要となることが想定される。また、施設内の駐車場不足は長年の課題であり、利用者からも多くの改

善要望が寄せられている。

現文化会館は収容定員 1,500 人の多目的ホールであり、音楽、舞踊やミュージカル、演劇など様々な公演を通じて、優

れた文化芸術に触れる機会を広く市民に提供している。近年では、市民自らが直接参加できるイベントが開催される

とともに、ポップスやロックのコンサート、お笑いライブ等も開催されており、多くの市民が訪れている施設である。

また、合唱コンクールや吹奏楽をはじめとする学生の部活動等の成果披露の会場として頻繁に利用されるなど、学校

の教育活動にも大きく寄与している。 

２．　新文化会館に求められる姿

新しい文化会館の利用圏内で、1000 席以上のホールはアクトシティ

(2336席、1030席) と浜北文化センター(1208席)の2館のみとなっ

ているため、1500 席の音響に優れた多目的ホールに対してプロの興

行の需要が多くなることが推測される。新しい文化会館は市民が使

いやすく、プロの興行にも充分耐える音響と舞台仕様を備えたホー

ルとする。

現文化会館の利用者は毎年約 10 万人程度であり、新しい文化会館

はこれまでの磐田市における文化芸術活動を引き継ぐとともに、今

後も講演会や式典などをはじめとした様々な市民活動の拠点とし、

市民の憩いの場となることが施設が求められる。

４．　コンセプト

継承する、創造する、発展する　　磐田市の歴史文化を受け継ぐ新しい文化会館

遠江の国府が置かれ地域の要衝として歴史を刻んできた磐田市にふさわしい、時代の変化に耐える品格あるシンプル

な計画とする。

継承し、創造し、発展する文化拠点として、文化エリアを形成しまちの活性化に寄与する施設とするために、５つの

テーマに留意しながら計画を行う。

①育てる　　　　－　隣接施設と連携した一体感のある文化ゾーンの形成

②発信する　　 －　市民の文化芸術の創造活動を広く伝える拠点

③集まる　　　  －　市民が主役となる交流 ・ 活動拠点

④感動する　　 －　市民利用を重視した舞台と客席の一体感と音響を両立したホール

⑤持続する　　 －　市民の文化芸術活動を支え続ける施設づくり

３．　計画概要

主要用途 ： 劇場

建築場所 ： 静岡県磐田市上新屋、森岡地内

敷地面積 ： 19,838.35 ㎡

建築面積 ： 約 5,070 ㎡＋公共歩廊 約 24 ㎡＋駐輪場 約 158 ㎡

延床面積 ： 約 7,320 ㎡＋駐輪場 約 158 ㎡

建蔽率／容積率 ： 約 26％／約 36％

構造／規模／高さ ： 鉄筋コンクリート造、鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリート造（ホール部）／地上 3 階／約 31m

駐車場／駐輪場 ： 305 台／ 90 台

　

　　　　　　基本設計等に係る主な経緯

　　　　　　　平成２８年６月　　基本構想

　　　　　　　平成２９年７月　　基本計画

　　　　　　　平成２９年１１月　磐田市文化会館設計プロポーザル

新しい文化会館利用圏内のホール配置調べ

北西鳥瞰イメージ北西鳥瞰イメージ北西鳥瞰イメージ



建築計画

（仮称）磐田市文化会館基本設計業務

- - -- - -- - -

- - - -- - - -- - - -
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５． コンセプトを具現化する施設計画

計画概要・施設コンセプト



建築計画

（仮称）磐田市文化会館基本設計業務

S=1/1200 敷地周辺図兼配置図

配置計画配置計画配置計画

一体感のある文化ゾーンの形成

・ 東西に長い敷地形状に対して、 新しい文化会館を敷地中央に配置し正面を北

側に向けることで、既存施設も含めた文化ゾーン全体を意識した計画とする。

・ 新しい文化会館、ひと ・ ほんの庭　にこっと、アミューズ豊田が整然と一列に並

ぶ文化ゾーンとしての一体的な景観づくりを図る。

・ 国道 1 号からの交通アクセスや、 周辺道路状況を踏まえた利用しやすいアプ

ローチ計画と建物配置とし、 建物北側には歩行者空間として広場を設けること

で　ひと ・ ほんの庭　にこっと　との連携を促す。

・ 敷地東側にはアミューズ豊田との連携を考慮し、 屋根付の通路を設置すること

で大規模催事等の利便性の向上を目指す。

北側広場と動線の明確な分離

・ 北側広場に面してメインエントランスを設け、歩行者空間として整備する。

・ 北側広場には植栽豊かなランドスケープを整備し、 催事が無い時にも市民の

憩いの場となるように整備する。

・ 敷地東西には一般利用者の駐車場、南側には搬入、南東側には関係者入口

及び関係者駐車場を設け一般利用者との動線を明確に区別する計画とする。

文化ゾーン全体を意識した配置



建築計画

（仮称）磐田市文化会館基本設計業務

アクソメ図アクソメ図

各機能をつなぎ、文化ゾーンの流れを紡ぐ「回遊動線」

新しい文化会館は多彩な市民の活動にふれながら施設全体を回遊することがで

きる構成である。ホールを取り囲むように配置された交流ロビーは通路の役割だ

けなく、イベントや自習 ・ 団らんスペースとしても利用され、創造活動室での活動

の「見る、見られる」の機会をつくり、展示可能な壁面や語らい ・ 交流の場が市民

同士の文化活動を触発する。施設内の各機能が外部と関係を持つ配置とするこ

とで、建物内の機能だけでなく回遊しながら、広場や周辺の文化ゾーン全体へ賑

わいがつながっていくような構成とする。

創造活動室　－練習室－

・ 小編成の音楽練習やバンド練習など日常

の市民利用が可能。

・大規模な催事には控室としても利用可能。

楽屋

・ 発表会や公演利用時に求められる独立性に加え、

出演者等が舞台へ集中できる環境を備える。

・ 楽屋は１階レベルに全て配置するとともに、 小楽屋

には個別のトイレ ・ ユニットシャワーを配置し、また車

椅子を利用する出演者にも配慮した、 バリアフリーな

空間とする。

創造活動室　－多目的室－

・ 交流ロビーと多目的空間を一体化させること

ができるとともに、 外壁部に大きな開口を設け

ることで、 外部からも内部からも視認性の高い

創造空間として整備を検討する。

リハーサル室

・ ホール舞台のアクティングエリアと同じ広さの平土間空間と

して計画し、 ホールで行う音楽や舞台芸術の公演のリハー

サル利用が行える空間として計画する。

・ 可動椅子を並べることにより、 最大３００席程度の小規模

公演ができるとともに、 大規模な会議やレセプション、 展示

会など幅広い活用が行える。

イベント

メインアプローチ

バックスペース
国道緑地

イベント

ひと ・ ほんの庭 にこっとひと ・ ほんの庭 にこっとひと ・ ほんの庭 にこっと

駐車場駐車場駐車場

駐車場駐車場駐車場

駐輪場駐輪場駐輪場

市
道

森
岡

３号
線

国
道

１号

市
道

上
新

屋
２１号

線

全体構成・共有空間

本計画では約 1500 席のホールを中心に文化ゾーンと呼応するエントランス、 創

造活動室（多目的室 ・ 練習室）、リハーサル室、楽屋等で構成されたシンプルな

計画である。アミューズ豊田やひと ・ ほんの庭　にこっと、新造形創造館とも連携

しながら文化ゾーン一体で文化交流を図る施設を目指す。

市民利用を主体に文化ゾーン一体で利用しやすい施設構成

本計画では約 1500 席のホールを中心に文化ゾーンと呼応するエントランス、 創

造活動室（多目的室 ・ 練習室）、リハーサル室、楽屋等で構成されたシンプルな

計画である。アミューズ豊田やひと ・ ほんの庭　にこっと、新造形創造館とも連携

しながら文化ゾーン一体で文化交流を図る施設を目指す。

市民利用を主体に文化ゾーン一体で利用しやすい施設構成

本計画では約 1500 席のホールを中心に文化ゾーンと呼応するエントランス、 創

造活動室（多目的室 ・ 練習室）、リハーサル室、楽屋等で構成されたシンプルな

計画である。アミューズ豊田やひと ・ ほんの庭　にこっと、新造形創造館とも連携

しながら文化ゾーン一体で文化交流を図る施設を目指す。

アミューズ豊田へアミューズ豊田へアミューズ豊田へ

ホールリハーサル室

楽屋

受付

創造
活動室

創造
活動室

交流ロビー

アミューズ豊田

ひと・ほんの庭
にこっと

新造形
創造館

新しい文化会館

広場

広場



建築計画

（仮称）磐田市文化会館基本設計業務

平面計画平面計画平面計画

文化ゾーンの流れをつなぐ「交流ロビー」

・ 文化ゾーンの南通り「交流ロビー」は、 市民活動が溢れる賑わいの場で、 創造

活動室での多様な活動の「見る、見られる」の機会を作る。

・ 日常利用時には、 勉強 ・ 打合せ ・ 雑談 ・ 待ち合わせなど初めて訪れる人で

も気軽に利用できる施設とする。

・ 市民の交流の場としても活用できることで、 市民同士の文化活動を触発する空

間とする。

文化ゾーンの流れをつなぐ「交流ロビー」

・ 文化ゾーンの南通り「交流ロビー」は、 市民活動が溢れる賑わいの場で、 創造

活動室での多様な活動の「見る、見られる」の機会を作る。

・ 日常利用時には、 勉強 ・ 打合せ ・ 雑談 ・ 待ち合わせなど初めて訪れる人で

も気軽に利用できる施設とする。

・ 市民の交流の場としても活用できることで、 市民同士の文化活動を触発する空

文化ゾーンの流れをつなぐ「交流ロビー」

・ 文化ゾーンの南通り「交流ロビー」は、 市民活動が溢れる賑わいの場で、 創造

活動室での多様な活動の「見る、見られる」の機会を作る。

・ 日常利用時には、 勉強 ・ 打合せ ・ 雑談 ・ 待ち合わせなど初めて訪れる人で

も気軽に利用できる施設とする。

・ 市民の交流の場としても活用できることで、 市民同士の文化活動を触発する空

間とする。

小規模公演にも利用できるリハーサル室

・ 10 間 ×8 間のアクティングエリアを確保し、 リハーサルや公演時の大楽屋利

用だけでなく、300 人程度の小規模な公演としても利用ができると同時に、イベ

ント時に交流ロビーや外部との一体利用も可能とした設えとする。

・ 小規模講演や講演会、展示会等多目的に利用できる広さと設備を備える。

・ 内部からも外部からも開放的な設えとし、 必要に応じてロールスクリーンによっ

て閉じることのできる設えとする。

小規模公演にも利用できるリハーサル室

・ 10 間 ×8 間のアクティングエリアを確保し、 リハーサルや公演時の大楽屋利

用だけでなく、300 人程度の小規模な公演としても利用ができると同時に、イベ

ント時に交流ロビーや外部との一体利用も可能とした設えとする。

・ 小規模講演や講演会、展示会等多目的に利用できる広さと設備を備える。

・ 内部からも外部からも開放的な設えとし、 必要に応じてロールスクリーンによっ

て閉じることのできる設えとする。

小規模公演にも利用できるリハーサル室

・ 10 間 ×8 間のアクティングエリアを確保し、 リハーサルや公演時の大楽屋利

用だけでなく、300 人程度の小規模な公演としても利用ができると同時に、イベ

ント時に交流ロビーや外部との一体利用も可能とした設えとする。

・ 小規模講演や講演会、展示会等多目的に利用できる広さと設備を備える。

・ 内部からも外部からも開放的な設えとし、 必要に応じてロールスクリーンによっ

て閉じることのできる設えとする。

機能的なバックスペース

・ 11t 車 2 台が内部で積み下ろしできる搬入スペースと十分な荷解場を設け、

隣接して倉庫 ・ 機材庫を設けると同時に雨風の影響のない仕様とする。

・ 楽屋と関係者出入口の間にアーティストラウンジを設け、出演者の憩いの場、

交流の場として計画する。

・ 楽屋に近接してシャワー室、洗濯室、トイレなどを設ける。トイレに関しては、現

文化会館よりも数を充実させる計画とする。

機能的なバックスペース

・ 11t 車 2 台が内部で積み下ろしできる搬入スペースと十分な荷解場を設け、

隣接して倉庫 ・ 機材庫を設けると同時に雨風の影響のない仕様とする。

・ 楽屋と関係者出入口の間にアーティストラウンジを設け、出演者の憩いの場、

交流の場として計画する。

・ 楽屋に近接してシャワー室、洗濯室、トイレなどを設ける。トイレに関しては、現

文化会館よりも数を充実させる計画とする。

機能的なバックスペース

・ 11t 車 2 台が内部で積み下ろしできる搬入スペースと十分な荷解場を設け、

隣接して倉庫 ・ 機材庫を設けると同時に雨風の影響のない仕様とする。

・ 楽屋と関係者出入口の間にアーティストラウンジを設け、出演者の憩いの場、

交流の場として計画する。

・ 楽屋に近接してシャワー室、洗濯室、トイレなどを設ける。トイレに関しては、現

文化会館よりも数を充実させる計画とする。
S=1/600S=1/600S=1/600 1 階平面図1 階平面図1 階平面図

交流ロビーの充実交流ロビーの充実交流ロビーの充実

交流ロビーのイメージ交流ロビーのイメージ交流ロビーのイメージ

①創造活動室⑴　－多目的室－

100 人程度の講演会やイベントを行え

る仕様とする。また、 移動間仕切により

2 室に分割しての控室利用も可能とな

るよう検討する。

①創造活動室⑴　－多目的室－

100 人程度の講演会やイベントを行え

る仕様とする。また、 移動間仕切により

2 室に分割しての控室利用も可能とな

るよう検討する。

①創造活動室⑴　－多目的室－

100 人程度の講演会やイベントを行え

る仕様とする。また、 移動間仕切により

2 室に分割しての控室利用も可能とな

るよう検討する。

②受付（案内カウンター）

メインエントランス （風除室⑴） から視認

しやすい施設中央に設け、 安全管理や

来館者が目的の場所に移動しやすい誘

導を促す。

③風除室⑴メインエントランス

施設のメインエントランスは文化ゾーン

全体を考慮し、 北側正面広場に面して

建物中央に配置。

④創造活動室⑵～⑷　－練習室－

ホールの音環境や日常の市民利用に

配慮して施設の北側に配置。浮床によ

る遮音構造とし、 小編成の音楽練習や

小規模の集会に対応できる仕様とし、

市民が使いやすいように収納の充実を

図る。

⑤リハーサル室

小規模公演ができる設えとし、 単独利

用しやすい位置に配置。スタッキング

チェア約 300 席を収納できる十分な倉

庫スペースを確保する。ホールとの遮

音に配慮して倉庫や前室等をホール側

に配置。

⑤リハーサル室

小規模公演ができる設えとし、 単独利

用しやすい位置に配置。スタッキング

チェア約 300 席を収納できる十分な倉

庫スペースを確保する。ホールとの遮

音に配慮して倉庫や前室等をホール側

に配置。

⑤リハーサル室

小規模公演ができる設えとし、 単独利

用しやすい位置に配置。スタッキング

チェア約 300 席を収納できる十分な倉

庫スペースを確保する。ホールとの遮

音に配慮して倉庫や前室等をホール側

に配置。

⑥楽屋

大 ・ 中 ・ 小の楽屋をそれぞれ設け様々

な利用者に対応。小楽屋には個別のユ

ニットシャワーやトイレを整備する。日常

時は会議室や談話室等に利用できる仕

様を検討する。

⑥楽屋

大 ・ 中 ・ 小の楽屋をそれぞれ設け様々

な利用者に対応。小楽屋には個別のユ

ニットシャワーやトイレを整備する。日常

時は会議室や談話室等に利用できる仕

様を検討する。

⑥楽屋

大 ・ 中 ・ 小の楽屋をそれぞれ設け様々

な利用者に対応。小楽屋には個別のユ

ニットシャワーやトイレを整備する。日常

時は会議室や談話室等に利用できる仕

様を検討する。

⑦アーティストラウンジ

出演者の打合わせや休憩スペースとな

るラウンジをテラスに面して配置。

⑦アーティストラウンジ

出演者の打合わせや休憩スペースとな

るラウンジをテラスに面して配置。

⑦アーティストラウンジ

出演者の打合わせや休憩スペースとな

るラウンジをテラスに面して配置。

①①

凡例凡例凡例

： ホール関連諸室： ホール関連諸室： ホール関連諸室

： 管理諸室： 管理諸室： 管理諸室

： 共用部： 共用部： 共用部

： 機械室等： 機械室等： 機械室等

西風に配慮した

風除室の配置

西風に配慮した

風除室の配置

西風に配慮した

風除室の配置

展示ギャラリーと

して利用可能

展示ギャラリーと

して利用可能

展示ギャラリーと

して利用可能

大規模催事に、

控室としても利

用が可能

大規模催事に、

控室としても利

用が可能

大規模催事に、

控室としても利

用が可能
③③

②②

⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

④④

公 演 の 情 報 や ア

ミューズ豊田、 ひと ・

ほんの庭　にこっと、

新造形創造館の情

報を発信

公 演 の 情 報 や ア

ミューズ豊田、 ひと ・

ほんの庭　にこっと、

新造形創造館の情

報を発信

公 演 の 情 報 や ア

ミューズ豊田、 ひと ・

ほんの庭　にこっと、

新造形創造館の情

報を発信

車椅子駐車場から

移動しやすい位置に

風除室を配置

車椅子駐車場から

移動しやすい位置に

風除室を配置

車椅子駐車場から

移動しやすい位置に

風除室を配置

公 演 の 規 模 に 応 じ

て、 もぎり内として利

用可能

公 演 の 規 模 に 応 じ

て、 もぎり内として利

用可能

公 演 の 規 模 に 応 じ

て、 もぎり内として利

用可能

退出時の混雑に考

慮して十分なスペー

スを確保

退出時の混雑に考

慮して十分なスペー

スを確保

退出時の混雑に考

慮して十分なスペー

スを確保

中楽屋
(1)

中楽屋
(1)
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荷解場荷解場荷解場
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(4)
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(1)
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車寄せ車寄せ車寄せ
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建築計画

（仮称）磐田市文化会館基本設計業務

ホワイエのイメージホワイエのイメージホワイエのイメージ

凡例凡例凡例

： ホール関連諸室： ホール関連諸室： ホール関連諸室

： 管理諸室： 管理諸室： 管理諸室

： 共用部： 共用部： 共用部

： 機械室等： 機械室等： 機械室等

平面計画平面計画平面計画

①2 階ホワイエ

吹き抜けを介して、 北側広場を望むこと

ができるホワイエとする。幕間時の休憩・

日常利用も可能なスペースとして、 カウ

ンター ・ ベンチ等の適切な家具の検討

を行う。

①2 階ホワイエ

吹き抜けを介して、 北側広場を望むこと

ができるホワイエとする。幕間時の休憩・

日常利用も可能なスペースとして、 カウ

ンター ・ ベンチ等の適切な家具の検討

を行う。

①2 階ホワイエ

吹き抜けを介して、 北側広場を望むこと

ができるホワイエとする。幕間時の休憩・

日常利用も可能なスペースとして、 カウ

ンター ・ ベンチ等の適切な家具の検討

を行う。

②トイレ

2 階、 3 階共に 500 人の利用を想定し

た十分な便器数を計画する。女子トイレ

に関しては幕間の混雑を最小化するた

めに待機スペースを十分に確保する。

また現文化会館よりも数を充実させる計

画とする。

②トイレ

2 階、 3 階共に 500 人の利用を想定し

た十分な便器数を計画する。女子トイレ

に関しては幕間の混雑を最小化するた

めに待機スペースを十分に確保する。

また現文化会館よりも数を充実させる計

画とする。

②トイレ

2 階、 3 階共に 500 人の利用を想定し

た十分な便器数を計画する。女子トイレ

に関しては幕間の混雑を最小化するた

めに待機スペースを十分に確保する。

また現文化会館よりも数を充実させる計

画とする。

③3 階ホワイエ

移動と混雑に配慮した幅員を確保する

と同時にホール 2 階席への移動を考慮

して吹抜けに面した 2 ヶ所の階段を設

置する。吹抜けを介して 2 階のホワイエ

や交流ロビーの活動を垣間見ることので

きる構成とする。

③3 階ホワイエ

移動と混雑に配慮した幅員を確保する

と同時にホール 2 階席への移動を考慮

して吹抜けに面した 2 ヶ所の階段を設

置する。吹抜けを介して 2 階のホワイエ

や交流ロビーの活動を垣間見ることので

きる構成とする。

③3 階ホワイエ

移動と混雑に配慮した幅員を確保する

と同時にホール 2 階席への移動を考慮

して吹抜けに面した 2 ヶ所の階段を設

置する。吹抜けを介して 2 階のホワイエ

や交流ロビーの活動を垣間見ることので

きる構成とする。

④親子鑑賞室

親子での鑑賞や上演撮影などにも利用

できる。多目的な設えを検討する。

④親子鑑賞室

親子での鑑賞や上演撮影などにも利用

できる。多目的な設えを検討する。

④親子鑑賞室

親子での鑑賞や上演撮影などにも利用

できる。多目的な設えを検討する。

⑤リハーサル室技術者キャットウォーク

多様な演出が可能なように、 技術者専用

のキャットウォークを設ける。

⑤リハーサル室技術者キャットウォーク

多様な演出が可能なように、 技術者専用

のキャットウォークを設ける。

⑤リハーサル室技術者キャットウォーク

多様な演出が可能なように、 技術者専用

のキャットウォークを設ける。

⑥機械室等

浸水に備え、 電気室及び各機械室は 2

階南側にまとめる計画とする。遮音性や

更新性に考慮した仕上げの検討、 機器

の配置検討を行う。

⑥機械室等

浸水に備え、 電気室及び各機械室は 2

階南側にまとめる計画とする。遮音性や

更新性に考慮した仕上げの検討、 機器

の配置検討を行う。

⑥機械室等

浸水に備え、 電気室及び各機械室は 2

階南側にまとめる計画とする。遮音性や

更新性に考慮した仕上げの検討、 機器

の配置検討を行う。

にぎわい溢れる屋根下の空間

・ 交流ロビーをはじめ、 2 階及び 3 階ホワイエは吹抜けを介して、

屋根下に各機能をまとめた構成とすることで、市民の文化活動を

互いに感じることができ、文化交流を促す空間とする。

にぎわい溢れる屋根下の空間

・ 交流ロビーをはじめ、 2 階及び 3 階ホワイエは吹抜けを介して、

屋根下に各機能をまとめた構成とすることで、市民の文化活動を

互いに感じることができ、文化交流を促す空間とする。

非日常空間を演出するホワイエ

施設利用者の高揚感を高めるとともに日常的に様々な市民を迎え

入れる、落ち着いた仕上の空間とする。

2 階のメインホワイエは日中は広場を借景し、夜間は間接照明を用

いた演出を行う。3 階ホワイエは日中はトップライトからの優しい光が

人々を導き、夜間は 2 階と同様に間接照明による演出を行う。

S=1/600S=1/600S=1/600 3 階平面図3 階平面図3 階平面図

災害時でも安全で速やかな避難が可能な計画

・ 災害時に安心して避難できるように 2 階、 3 階からのわかりやす

い動線を確保し、1 階には複数の出入口を設置する。

・ 火災時を想定した避難安全検証法により検証を行うことで、 吹抜

空間などの開放的な空間をつくりながらも施設利用者の安全を

確保した計画とする。

①① ③③

②②⑤⑤

⑦⑦

⑦⑦

⑥⑥

④④ ④④

②②

S=1/600S=1/600S=1/600 2 階平面図2 階平面図2 階平面図 S=1/600S=1/600S=1/600 3 階平面図3 階平面図3 階平面図

⑦ダクトスペース

屋根下の空間や機械室上部を建物内

部の冷暖房や換気に必要なダクトス

ペースとして活用し、省スペースを図る。

⑦ダクトスペース

屋根下の空間や機械室上部を建物内

部の冷暖房や換気に必要なダクトス

ペースとして活用し、省スペースを図る。

⑦ダクトスペース

屋根下の空間や機械室上部を建物内

部の冷暖房や換気に必要なダクトス

ペースとして活用し、省スペースを図る。

前室(5)前室(5)前室(5)

前室(6)前室(6)前室(6) 前室(7)前室(7)前室(7)
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(7)
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(6)

階段
(6)
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(6)

階段
(6)

階段
(6)
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(5)

階段
(5)

階段
(5) 階段

(5)
階段
(5)

階段
(5)
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倉庫
(6)
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(6)

親子鑑賞室(1)親子鑑賞室(1)親子鑑賞室(1) 親子鑑賞室(2)親子鑑賞室(2)親子鑑賞室(2)ホワイエ(1)ホワイエ(1)ホワイエ(1)
ホワイエ(2)ホワイエ(2)ホワイエ(2)ホワイエ(2)ホワイエ(2)ホワイエ(2)
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音響
アンプ
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上部
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上部

リハーサル室
上部

屋外機置場屋外機置場屋外機置場
屋外機置場上部屋外機置場上部屋外機置場上部

機械室上部機械室上部機械室上部

フライギャラリーフライギャラリーフライギャラリー フライギャラリーフライギャラリーフライギャラリー

電気室上部電気室上部電気室上部

機械室上部機械室上部機械室上部

屋外機置場屋外機置場屋外機置場

屋外機置場屋外機置場屋外機置場
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建築計画

（仮称）磐田市文化会館基本設計業務

ホール計画

椅子間隔 540 ㎜千鳥配置

9
3
0

～
9
6
0

㎜

■平面図

前側

後側

椅子の前後間隔 930 ～ 960 ㎜

■断面図

前側

後側

■吹奏楽　約 80 人規模使用想定した場合 ■前列構成

■後列構成

略記号
1 列目 フルート

クラリネット

クラリネット

テナーサックス

バリトンサックス

ファゴット

ピアノ

2 列目

3 列目

楽器
Ｆｌ.

Cｌ.

Cｌ.

オーボエOb.

Ｆｂ.

Ｐｆ.

アルトサックスA.Sax.

Ｔ.Sax.

Ｂ.Sax.

略記号
1 列目 ホルン

ユーフォニアム

ドラムス

トロンボーン

2 列目

楽器
Hr.

Euph.

Drs.

チューバTub.

トランペットTp.

Tb.

※後方は平台によるヒナ段構成

　 （前列 6 尺＊4 尺＊尺高、 後列 6 尺＊6 尺＊2 尺 1 寸高）

約 18m

約
1
2
m

ＦｌＦｌ ＦｌＦｌ

ＣｏｎｄＣｏｎｄ

ＦｇＦｇ
ＣｌＣｌ

ＣｌＣｌ
ＰｆＰｆ

ＴｐＴｐ DｒｓDｒｓ

ＨｒＨｒ

ＴｂＴｂ

ＯｂＯｂ

Ａ．ＳａｘＡ．Ｓａｘ
Ｂ．ＳａｘＢ．Ｓａｘ

Ｔ．ＳａｘＴ．Ｓａｘ

ＥｕｐｈＥｕｐｈ ＴｕｂＴｕｂ

２階席平面図

１階席平面図1008 席

★　車椅子席

★　車椅子席

493 席

断面図

S=1/1000

S=1/1000

S=1/1000

基本構成

約 1500 席の多目的ホールとして、 市民の幅広い文化活動に対応できる計画とす

る。1 階席は約 1000 席、 2 階席は 500 席とし、 大規模公演や中規模公演などの

規模に合わせて使いやすい客席の構成とする。また 1 階席のみの利用時も空席感

が感じられないように、2 階席は照明や客席布地の色等で工夫を行う。

客席形状は音響シミュレーションにより、最適な音響環境を確保するため、舞台音響

反射板 ・ 客席側壁 ・ 天井の材料や形状を適切に計画を行う。

＜バルコニー席＞

バルコニー席は 1 層とし、 多層化することによる客席空間の危険性を低減させるとと

もに、客席案内等、催時における人員配置の負担低減に努める。また、シンプルな客

席構成にすることにより、わかりやすい避難動線を実現する。

2 階席の両サイドにバルコニー席を設け、 親和性のある客席空間にするとともに、 バ

ルコニー席が庇の役割を果たし、建築音響的にも優れた機能を果たす空間とする。

基本方針

市民利用を重視した舞台と客席の一体感と音響を両立したホール

わずかに扇形に開いたステージから客席への連続性のあるボックス形状と高い天井が、

豊かな音の広がりとクラシック音楽等にふさわしい残響を生む構成とする。

音響反射板と客席側壁に水平庇の拡散反射面を設け、 客席前部にも音の広がりをもた

らす。電気音響使用時や音楽劇等でも、 残響可変装置なしで明瞭な音声が得られるよ

う、側壁形状の検討を行う。

ホール内装として地元の木材の使用を検討し、木の香りに包まれた空間とする。

座席について

・ ホールの座席間隔は、観客の座り心地 ・ 快適性を考慮し、他事例との比較検討に

より、方針を確定する。

音響反射板について

・ 三管編成（約80人）の演奏が可能な舞台規模を計画する。

・可動格納式の音響反射板を用いて、 間口約18ｍ(10間)、 奥行約1２ｍ(6.5間)の演

奏空間を構成する。

・音響反射板については、 音響シミュレーション等により、 吹奏楽に適した形状・仕様の

検討を行う。

視距離について

・ 視距離は 1 階 25m、2 階 32m 以内を

目標値とし、 現文化会館に比べて客席

を舞台に近づける。

・ バルコニー席と壁面の庇形状により一

体感 ・ 親密感を高める。

・ すべての席を千鳥配置し、女性や高齢

者も舞台がよく見える客席とする。

舞台間口の高さは 12ｍ、 舞台奥で 10ｍとし、 客

席形状と連続的な形状とすることで、 豊かな初期

反射音を舞台から客席まで届ける。

2 階バルコニー席を設置

することで、 舞台と客席の

一体感を高める。

フライ
ギャラリー

フロントサイトスポット

バルコニー席

バルコニー席

音響アンプ室音響アンプ室音響アンプ室

１Ｆ

袖舞台

袖舞台

2ＦＬ

3ＦＬ

3ＦＬ

2ＦＬ １Ｆ

調光操作室調光操作室調光操作室

待機

待機

ホワイエホワイエホワイエ

ホワイエ

ホワイエ

ホワイエ

親子鑑賞室親子鑑賞室親子鑑賞室

交流ロビー 事務室

主舞台

音響反射板設置時

親子鑑賞室親子鑑賞室親子鑑賞室

音響調整室音響調整室音響調整室

車椅子利用者が席を選択

できるように各階からアク

セス可能な位置に分散し

て配置する。

倉庫倉庫倉庫

ホール内観イメージ

1
0

間

10 間

6.5 間

現文化会館
新しい文化会館

２階席

１階席

視距離を短縮



建築計画

共有空間に開かれた多目的室の例

外部空間に開かれたリハーサル室の例外部と一体的に利用できるリハーサル室の例

視認しやすいカウンターの例開かれた事務室の例

バンド練習などにも使用できる練習室の例

開放的な設えと鏡を設置した練習室の例

子どものイベントに使用される遮音性のある室の例

基本方針　新たな利用者が訪れやすい計画　

創造活動室は、 市民による日常的な文化芸術に関する様々な創造活動を支える

諸室として整備するとともに、活動内容に応じた選択が行えるように、部屋の広さや

インテリア、遮音性能等にバリエーションを持たせる計画とする。

また、 施設に訪れた一般の市民はもとより、 施設外部で他の文化施設を利用する

方々、 周辺を散策する方々に対し、 創造活動室で行われている活動が伺えるよう

に、施設内部及び外部に開かれた配置及び仕様とする。

このことにより、 創造活動室が市民の文化芸術創造活動を支える機能だけではな

く、施設の日常的な賑わいを創出するための機能を果たしていくことも目指す。

創造活動室 (１) - 多目的室 -

・ 文化芸術活動を目的とした市民だけではなく、 一般の市民の方々も打合せや各

種ワークショップ、展示、学習空間など、様々な活動のできる部屋を目指し、交流

ロビーに面した開かれた空間としての整備を検討する。

・ 室利用の内容によっては、 移動間仕切によって 2 室に分割し、 控室としての利

用も可能な仕様とする。

創造活動室 (２)  - 練習室 -　 　　　

・ 小編成の音楽練習、小規模の集会など、生音の音楽練習等に適した響きと、高

い遮音性能を有した室として整備を検討する。

・ 壁面や天井面には、 反射面と吸音面を適切に配置するとともに、 壁面に凹凸を

つけるなど、 音楽の練習利用の際に障害となるフラッターエコー等が生じない室

形状とする。

創造活動室 (３) - 練習室 -　  　　　　

・ 演劇やダンスの練習から、 合唱やピアノの練習まで一定の広さと高い遮音性能

が求められる利用が行える空間として整備を検討する。

・ 壁面には鏡を設置し、自らの動きを確認しながら演劇やダンス等の練習が行える

仕様とするとともに、 音楽練習や会議利用等の際には、 鏡を隠すことのできる

カーテンを設置できるように、カーテンレールを設ける。

創造活動室 (４) - 練習室 -　  　　　　

・ バンド練習など、 電気楽器を用いた音楽練習等に求められる高い遮音性と、 吸

音性を有した室としての整備を検討する。

・ 壁面や天井面は、 基本的に吸音仕様で構成し、 音量の大きな楽器の使用にも

耐えうる室仕様として整備する。

リハーサル室　

・ ホール舞台のアクティングエリアと同じ広さの平

土間空間として計画し、 大ホールで行う市民に

よる音楽や舞台芸術の公演のリハーサル利用

が行える空間として整備する。

・ イベント時には外部と一体となって利用できるよ

うに建具・仕様を検討し、開放的な設えとする。

事務室　- 受付 -　

・ メインエントランス（風除室⑴）から視認しやすい

施設中央に設け、 来館者が目的の場所に移動

しやすい誘導を促す。

・ また受付対応への配慮や明るい執務環境とな

るように検討を行い、 施設の中央にありながらも

開かれた事務室空間を目指す。

（仮称）磐田市文化会館基本設計業務

各諸室機能

リハーサル室リハーサル室リハーサル室
300人程度利用可能300人程度利用可能300人程度利用可能

100人程度
利用可能

100人程度
利用可能

100人程度
利用可能

倉庫(2)倉庫(2)倉庫(2)

ピアノ庫ピアノ庫ピアノ庫

創造活動室
(3)

創造活動室
(3)

創造活動室
(3)

創造活動室
(2)

創造活動室
(2)

創造活動室
(2)

創造活動室
(4)

創造活動室
(4)

創造活動室
(4)

創造活動室
(1)

創造活動室
(1)

創造活動室
(1)

主催者
事務室(1)
主催者

事務室(1)

倉庫(4)倉庫(4)
風除室

(2)
風除室

(2)

風除室
(３)

風除室
(３)

倉庫
(３)
倉庫
(３)

EVEV

MWC(1)MWC(1)

FWC(1)FWC(1)

MWC(2)MWC(2)

FWC(2)FWC(2)

授乳授乳

ロッカーロッカー
自販
給湯
自販
給湯

HC
(1)
HC
(1)

交流ロビー交流ロビー交流ロビー

情報コーナー情報コーナー情報コーナー

風除室（1）風除室（1）風除室（1）

受付受付受付

UPUPUP

事務室
(15人)
事務室
(15人)
事務室
(15人)

S=1/400　1 階平面図拡大図S=1/400　1 階平面図拡大図S=1/400　1 階平面図拡大図



北西鳥瞰イメージ図北西鳥瞰イメージ図北西鳥瞰イメージ図



北側正面イメージ図北側正面イメージ図北側正面イメージ図


